
日本歴史言語学会
2016年大会

JSHL2016

共催 九州大学 人文科学研究院、言語文化研究院

本会は既存の学会や研究機関の枠、扱う言語の枠、文献研究、比較研究等の方法論の枠

を超え、わが国における歴史言語学と隣接諸分野の振興と普及、ならびに研究者相互の交流

と切磋琢磨を行う母体として構築された若い学会です。今春震災に見舞われた九州の復興を

応援する意味も込め、現会員の方はもちろん、非会員の方々もふるってご来聴ください。

※参加費【会員、熊本地震で被災された方とそのご家族】無料、【非会員】（2日目のみ申し受けます）2,000円(一般)、1,000円(学生)

■開 催 日 : 2016年11月19日（土）～20日（日）

■開催場所 : 九州大学西新プラザ 福岡市早良区西新2-16-23（地下鉄西新駅より徒歩 10分）
にしじん

【１日目】

13:00 - 受付

14:00 - 14:30

開会の辞 神山孝夫（会長 大阪大学）

会場校挨拶 福元圭太（九州大学大学院言語文化研究院長）

14:30 - 15:30

◎講演1

ゴート語摩擦音有気化―ヴェルナーの法則、トゥルナイゼンの法則、語末無声化―

鈴木誠一（関西外国語大学）

15:45 - 16:45

◎講演2

音声言語と文献言語と歴史言語学―シベ語と満洲語と歴史言語学―

久保智之（九州大学）

16:50 - 17:20 総会

17:30 - 19:30 懇親会

【２日目】

9:20 - 受付

9:20 - 10:50 ポスター発表

発表者：和田忍（東京都市大学）、神山孝夫（大阪大学）、黒田享（武蔵大学）

10:55 - 16:40 口頭発表

発表者：韓炅澔（東國大学校）、松本飛鳥（ワルシャワ大学）、南德鉉（東北大学（院））、

Stephen Laker（九州大学）、神田和幸（NPO手話技能検定協会／中京大学名誉教授）、

黒田享（武蔵大学）、笠松直（仙台高等専門学校）、堂山英次郎（大阪大学）

16:40 - 16:50 閉会の辞 菊澤律子（副会長 国立民族学博物館／総合研究大学院大学）

詳細は、学会ホームページをご覧ください。www.jp-histling.com
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